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要約 

福岡市の一般環境大気測定局の１時間値データを用いてオキシダント計の変更に伴うデータの

継続性を検討し問題ないことが判った．次に光化学オキシダントの経年変動について前報に引き続

解析を行った．年平均値では 1980 年代の明瞭な増加傾向から 1990 年代は変動が激しく傾向が明瞭

でなく，2000 年以降ばらつきが減り上昇傾向がやや明瞭になった．年最大値は概ね横這いで近年

局間の差が減少傾向であった．高濃度の時間数は局間の差が大きいが最も多かった香椎局では減少

傾向，最も少なかった市役所局では増加傾向であった．福岡市西部に新設された元岡局は窒素酸化

物濃度が低い清浄な地域であるが，光化学オキシダント濃度は最も高かった． 

 

Key Words：光化学オキシダント photochemical  oxidant，経年変動  yearly variation，測定局 

monitoring  station   

 

Ⅰ は じ め に 

 

 前報１）では福岡市における光化学オキシダント（以下

Ox）の 1980 年度から 2000 年度までのデータを解析し，

平均値が上昇傾向にあること，年間最大値は変わらない

が高濃度の出現頻度が高くなっていること，年間では春

期に高濃度になり夏季に低下する二山型であることなど

を報告した．その後 2003 年度までのデータが蓄積された

ので改めて解析を行った．また，2002 年度から福岡市西

区元岡に新たに一般環境大気測定局（以下，測定局）が

設置され，これまで不明であった西部の田園地帯におけ

る Ox の状況が明らかになったので，市内他地域と比較

した特徴についても検討した． 

 なお，本報告は国立環境研究所と地方環境研究所のＣ

型共同研究の成果の一部を使用した． 

 

Ⅱ 調査方法 

 

1.測定局データ 

 解析期間は 1980年度から 2003年度までの 24年間とし

た（以下，年は年度）．使用したデータは福岡市の測定局

8 局の 1 時間値データである．測定局の位置を図１に，

属性情報を表１に示す．香椎，吉塚，市役所，祖原（旧

名称：西），元岡の 6 局はおおむね博多湾の海岸線と平行

に並んでいる．南，長尾の２局はやや内陸部に位置して

いる． 
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Ox の測定方法は，前報の時点では市役所局のみが紫外

線吸収法（以下，乾式）でその他の局は吸光光度法（以

下，湿式）であったが，順次乾式へ更新され，2003 年末

時点では香椎，祖原局のみが湿式である． 

2.解析方法 

 ほぼ前回の解析方法を継承した．１時間値データを国

立環境研究所から提供されたデータ集計・解析プログラ

ムを用いて処理し，年平均値経年変動，年最大値経年変

動，高濃度の年間時間数を求めた． 

 

Ⅲ 結果および考察 

 

1.測定方法による差 

測定局の Ox 計の測定方法は湿式の吸収管自動洗浄無

しから湿式自動洗浄付き，さらに乾式へと変更されてき

た．測定方法の変更によりデータが変わるとすれば更新

前後でデータの継続性が無いことになり，長期にわたる

データ比較ができない事になる．前報では湿式の自動洗

浄無しから湿式自動洗浄付への変更時点でのデータ継続

性について検討し継続性有りと判断した．その時点で乾

式へ変更されていたのは市役所局のみであった．その後

４局が変更されたので，乾式変更でのデータ継続性を検

討した．理論上は湿式オキシダント計から乾式オゾン計

への変更で窒素酸化物の影響がなくなり測定値が下がる

はずであり，そのような報告もある 2)．しかし実際には

乾式の測定値が高くなることが多いと言われている．こ

れには高濃度，低濃度での応答速度の差，乾式と湿式の

メンテナンス性の差によるものだと思われる．乾式への

変更時に長期間並行運転しデータを比較した事例はこれ

までに無く，現在も議論の的となっている．そこで今回

は年平均値の変化から差があるのか検討を試みた．図 2

に当初から乾式を導入した元岡局を除く7局の1997年以

降の年平均値を示す．この中で乾式へ変更した年を大き

なマーカーで示す．表 1 で示したように本市では機器更

新は概ね年度末にされるため更新年と前年の比較は年度

単位で差し支えないと考えられる．５局のうち更新前後

の年平均値で増加したのは市役所局の 6.1ppb，吉塚局

2.0ppb，長尾局 1.4ppb，東局の 1.0ppb の４局で，減少し

たのは南局の-0.7ppb であった．ただ前報で示した全体的

な濃度上昇傾向の中での評価が必要である．そこで，市

内７局での Ox の年毎の変化は似ているという前提で，

表 2 に示すように機器を更新した 1999，2001，2002，2003

年について７局の年平均値の前年度との差の標準偏差か

ら母集団の 95%信頼限界を求め，更新した局での差を検

定した．その結果 1999 年の市役所局と 2002 年の南局が

信頼限界から外れたが，更新時が全て外れ値というわけ

ではなく，偏差も一定の傾向はなかった．更新時以外で

も同様に外れ値が出ており，測定方法の違い以外の要素

が大きいことを示している．従ってデータの継続性に問

題はないと考える． 

2.経年変動 

1)年平均値 

 図 3 に Ox 濃度年平均値の経年変動グラフ，表 3 に年

平均値の変動を直線回帰させた時の傾き，表 4 にその傾

図１ 測定局位置図 

図２ Ox 濃度年平均値と測定方法 
   マーカー大は乾式変更年度 
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表２　湿式Ox計から乾式Ox計の更新に伴うデータの継続性の検討
年度  95%信頼限界 東 香椎 吉塚 市役所 南 長尾 祖原
1999 4.4 ～ 0.7 1.7 -2.0 3.9 6.1 1.8 3.7 2.6
2001 2.3 ～ 0.3 1.0 0.6 -2.0 -0.5 0.4 1.4 1.9
2002 1.9 ～ 0.3 0.9 0.6 2.7 1.8 -0.7 1.0 1.9
2003 2.5 ～ 0.4 1.3 -2.6 2.0 0.5 0.2 0.0 -0.1

　　７局の年平均値の前年度との差の標準偏差から母集団の95%信頼限界を求めた．

　　色塗りが更新年で，外れ値を太字斜体で示した．

表１　測定局の属性情報
局名 東 香椎 吉塚 市役所 南 長尾 祖原 元岡

用途地域 一種住居 一種低層住居 準工業 商業 一種住居 一種住居 一種住居 調整
中学校校庭 小学校校庭 小学校校庭 市役所屋上 小学校校庭 小学校屋上 病院屋上 中学校校庭

地上高 ４ｍ ６ｍ ６ｍ ３０ｍ ５ｍ ９ｍ １０ｍ ５．４ｍ
測定開始 1973/3/25 1983/4/1 1971/9/14 1970/9/12 1973/3/1 1974/3/25 1971/9/14 2002/4/1

測定方法
湿式 ～1987/3/31 ～1990/2 ～1989/3/31 ～1984/11 ～1988/3/31 ～1987/3/31 ～1990/2

湿式自動洗浄 ～2001/3/31 1990/2～ ～2003/3/31 ～1999/3/31 ～2002/2 ～2001/3/31 1990/2～
乾式 2001/4/1～ 2003/4/1～ 1999/4/1～ 2002/2～ 2001/4/1～ 2002/4～
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きの検定結果を示す．年平均値は全体として増加傾向で

あるが，1980 年代は平均増加率 1.2ppb／年で増加傾向が

明らかであったのに対して 1990 年代は増加率が平均

0.1ppb／年と小さく変動も大きかったため有意とは言え

なかった．2000 年以降は平均増加率 0.7ppb／年と再び増

加傾向が見られた．測定局別では増加傾向が続いている

のは東，吉塚，市役所，長尾，祖原，元岡の 6 局で，香

椎局はやや低下，南局はほぼ変わらない．但しいずれの

局も変化幅が小さかった．市役所局は依然として最低濃

度であった．新設の元岡局はこれまで市内で最も高濃度

になりやすかった香椎局と同程度の濃度であった． 

元岡局の大気環境を示すため，図 4 に各測定局の窒素

酸化物（以下，NOx）年平均値の経年変動を示す．元岡

局は他の測定局の約半分の 13ppb であった．周囲に発生

源もなく交通量も多くないため窒素酸化物が低濃度の郊

外部の測定局であり，今後も Ox 濃度は市内の局のうち

最も高いレベルで推移するものと思われる．しかし現在

九州大学の元岡・桑原地区への移転が進められており，

将来は周辺の都市化が進行する可能性があり，大気環境

も変化してゆく事が考えられる． 

2)年最大値 

図 5 に年最大値の経年変動を示す．全体的には横這い

と言えるが，1999 年以降光化学オキシダント注意報発令

基準である 120ppb 以上の高濃度が出現せず比較的変動

が小さくなった．しかし 2000 年以降の傾きは祖原局が横

這いの他は 1.0～4.3ppb/年の上昇傾向が伺えた．測定局

間では平均値同様香椎，元岡局が高かったが，平均値や

次に述べる高濃度の時間数ほどの差はなかった．測定局

間のばらつきは図 6 に示すように異常に大きな年もある

が基本的に減少傾向にある．ばらつきが少なくなった事

は，本市の Ox に占める地域的な光化学反応による Ox

生成の割合が減少しているとも考えられる．これを確認

するためには広域移流のOxと地域生成のOxの切り分け

とシミュレーションによる確認が必要と考えられる．現

在本市も参加している国立環境研究所と地方環境研究所

のＣ型共同研究でも検討中であり，その成果が期待され

る． 

3)高濃度の出現時間数 

図 7 に Ox が環境基準値である 60ppb 以上になった時

間数の経年変動を示す．前報で 1980 年代後半以降変動が

大きくなったと報告したが，その後 2003 年までのデータ

の追加で，測定局別では香椎局での近年の減少傾向と市

役所局の増加傾向が顕著に認められた．市役所局は図 4

に示したように NOx 濃度が経年的に減少傾向にある．

NOx は Ox 生成の原因物質であるが分解物質でもあり，

平均濃度で見ると負の相関があることが示されており２），

このことが市役所局での Ox 高濃度時間の増加に寄与し
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図３ Ox 濃度の年平均値経年変動 

図 5 Ox の年最大値の経年変動 
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図４ NOx 年平均濃度の経年変動 

表３　　Ox年平均値の傾き 単位：ppb／年

東 香椎 吉塚 市役所 南 長尾 祖原 元岡 全体
全期間 0.42 0.41 0.59 0.44 0.46 0.59 0.42 0.47

1980-1990 0.95 0.65 1.40 1.01 0.92 2.12 1.38 1.21
1990-2000 0.17 0.57 0.17 -0.05 0.43 -0.37 -0.07 0.12
2000-2003 1.05 -0.36 1.08 0.72 -0.10 0.82 1.30 1.20 0.71

表４　年平均値相関係数
全期間 0.79 0.77 0.80 0.79 0.86 0.68 0.71 0.77

1980-1990 0.79 0.64 0.89 0.84 0.87 0.95 0.92 0.84
1990-2000 0.28 0.61 0.22 -0.09 0.67 -0.56 -0.11 0.15
2000-2003 1.00 -0.42 0.72 0.86 -0.44 0.93 0.94 0.51

注)　太字斜体は有意水準95％で有意なもの

y = -0.8787x + 44.525

R2 = 0.1623
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ていると考えられる．香椎局での時間数の減少の原因に

ついては NOx 濃度は変動がなく，Ox 生成原因物質であ

る非メタン炭化水素濃度 3)は Ox との関連性は全く見出

せず今後の検討課題である．元岡局は平均値，最高値，

高濃度時間数ともに増加しているが設置後２年であり変

動傾向を把握するにはもう少し長期データが必要である．  

 

Ⅳ ま と め 

 

 福岡市の一般環境大気測定局での光化学オキシダント

の１時間値データを使用して経年変動を検討した． 

 まず測定方法の変更の影響を検討し湿式から乾式へ測

定方法が変更されてもデータの継続性に問題はなかった． 

 1980 年以降の Ox 年平均濃度の経年変動は，1980 年代

は顕著な増加傾向がみられた．1990 年代に入ると増加傾

向が小さく年毎，測定局毎の変動が大きくなった．2000

年以降は変動が小さくなり再度増加傾向が大きくなった． 

 新設の元岡局は西区の田園地帯に位置し清浄な地域で

あり NOx は非常に低濃度であったが，Ox 濃度は香椎局

と同じく市内最高レベルであった． 

Ox の年最大値は全体的には横這いで，特定の局が突出

して高くなる現象は近年見られず，測定局間の濃度差は

減少傾向であった． 

環境基準値以上の濃度の時間数は 1980 年代後半から

局間の差が非常に大きくなり，香椎局，元岡局が多く市

役所局が少ないが，香椎局は減少傾向，市役所局は増加

傾向であった．市役所局の増加傾向は NOx の減少との関

連性が考えられるが，香椎局での減少傾向は今後の検討

課題である． 
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